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１ 一般管理事項 

番号 対策の名称 

② エネルギー使用量の把握 

内容 

エネルギー種類別（電気、ガスなど）に、設備毎の使用量を計測して、どの設備が

どの程度のエネルギーを使用しているか集計・記録します。これにより、運転効率を

向上させた場合の変化や、稼働時間を変えた場合の増減量を定量化することができま

す。 

計測機器がないときは、設備のカタログなどを参照し、定格消費量に稼働時間を積

算して使用量を推定することができます。 

 

＜エネルギー使用量の集計の例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

効果 

エネルギー使用量の情報を基に、具体的な対策を行うことで、エネルギー削減など

の効果が得られます。 

ポイント 

・エネルギーを使用する設備のうち、①稼働時間が長い、②大型で年数が古い、③設

置数が多い、などの設備の対策を重点的に行うことで、より大きな削減効果が期待

できます。 

・設備ごとの管理台帳を整備すると、エネルギー使用量の変化が分かりやすくなりま

す。 

  


